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研究成果の概要（和文）：機械翻訳技術は急速に発展しているが，完全に正確な翻訳は現時点では難しい．そこ
で，正確な多言語間対話支援が求められる場では，用例対訳が多く用いられている．用例対訳は，あらかじめ正
確に翻訳された用例群である．本研究では，用例対訳とメディア複合型対話様式を活用した多言語間対話支援環
境の構築を行った．メディア複合型対話様式は，画像や尺度などのテキスト情報以外を含む対話様式である．実
験から，従来手法と比較して正確な多言語間対話支援が可能であることを確認した．

研究成果の概要（英文）：Machine translation technology has been developed, but complete machine 
translations are difficult to obtain at present. A parallel text that combines example sentences and
 their accurate translation is used in a multilingual communication support. In this study, we 
constructed a multilingual communication support environment that utilizes parallel texts and 
media-complex dialogue styles. The media-complex dialogue dialogue style includes non-textual 
information such as images and scales. In the experiments, we show that the proposed environment can
 accurately support in multilingual communication compared to conventional methods.

研究分野： HCI
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
メディア複合型対話様式を用いた多言語対話シート作成システムの実験より，従来は機械翻訳を利用せざるを得
なかった質問への回答内容をより正確かつ短時間で質問者に伝達可能となる可能性を示した．また，穴あき用例
を用いた多言語用例対訳作成手法の実験より，多言語話者の負担が少ない用例対訳作成が可能となること示し
た．本成果により，より正確な多言語間対話支援につながると考えられる．
ワードクラウドを活用した和菓子の味覚可視化手法の実験より，和菓子を食べる前後に存在していた味や食感の
齟齬を減らすことができる可能性を示した．本成果により，より適切な文化の違いの伝達支援につながると考え
られる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

多言語間対話支援を目的として，機械翻訳機の研究開発や，機械翻訳機を用いた対話支援技術
の研究開発が多く行われている．しかし，機械翻訳は不正確な結果を出力する場合がある．医療
や防災などの正確性が求められる分野では，翻訳誤りによって医療過誤や伝達誤りなどが発生
し，それらによって生命の危険が引き起こされる可能性がある． 

研究代表者は，正確な多言語間対話支援を目的として，正確な翻訳が可能な「用例対訳」に関
する研究をこれまで行ってきている．しかし，用例対訳はあらかじめ人手で翻訳された文の集合
であり，用例対訳と翻訳したい文とが完全一致しないと翻訳を行うことができない．このため，
用例対訳が翻訳可能な文数は機械翻訳と比較して少ない状態となっている．また，用例対訳と機
械翻訳の両者を活用することで正確性と網羅性の両者を高めた既存手法も存在している．しか
し，質問者の文章の翻訳については十分な精度にまで正確性を高めることが可能であるものの，
回答者側の文章の翻訳については多岐多様であり，従来技術による解決は非常に困難であった． 
 
２．研究の目的 

本研究では，正確な多言語間対話支援が求められている分野を対象として，話者の意図を適切
に伝達可能な多言語間対話支援環境の構築を目的とする．本研究では研究成果の適用先は医療
分野を中心とするが，構築手法を医療分野へ特化しないことで，他の正確性が求められる分野へ
の波及を可能とする手法の確立を目指す． 

前述の目的を達成するために，本研究では，正確な翻訳が可能であるが，翻訳可能な文数が少
ない用例対訳を用いて対話支援を行う．また，画像や尺度などのテキスト情報以外を含んだ，質
問と質問に対する回答を正確に多言語化したメディア複合型対話様式を用いる． 
 
３．研究の方法 

本研究課題では，以下の(1)～(3)のシステムや手法の構築を行った． 
 

(1)メディア複合型対話様式を用いた多言語対話シート作成システムによる検証 
メディア複合型対話様

式を用いた多言語対話シ
ート作成システムの画面
例を図 1 に示す．メディア
複合型対話様式は正確性
の高い多言語用例対訳や，
翻訳不要な画像や尺度を
利用することができるた
め，回答内容を従来手法よ
りも正確に質問者側に伝
達可能となる． 

また，本研究ではメデ
ィア複合型対話様式を拡
張し，回答候補推薦機能お
よび non-factoid 型質問変換機
能を多言語対話シート作成シ
ステムに追加した．従来の多言
語対話シート作成システムは
対話様式が存在しない場合は
機械翻訳を利用する形として
いたが，このことにより対話の
正確性や円滑性の問題が生じ
ていた．このため，対話様式が
ない場合でも回答候補となり
得る回答群を提示する回答候
補推薦機能を実装した．また，
「なぜ」や「どのような」とい
った，長い文章による回答が必
要となる non-factoid 型の質問
に対する回答は主に機械翻訳
を用いることとなるが，長く複
雑な文となる場合が多いため
正確性に問題が生じていた．こ
のため，non-factoid 型の質問

図 3 non-factoid 型質問変換機能画面例 

図 1 多言語対話シート作成システム画面例 

図 2 non-factoid 型質問変換機能画面例 



を単語や短文で回答可能な factoid 型に変換する，non-factoid 型質問変換機能を実装した．実装
した non-factoid 型質問変換機能の画面例を図 2 に示す．  

 
(2) 穴あき用例を用いた新しい多言語用例対訳の作成 

前述のシステムなどで使用する用例対訳の作成手法の構築を行った．用例対訳は通常人手で
作成が行われるが，以下の手順で用例対訳の作成が行われるため，多言語話者である翻訳者の負
担が大きく，十分な数の用例対訳の確保が困難であった． 

① 言語 A で元となる用例（文章）を作成 
② 多言語話者が言語 A の用例を言語 B に翻訳 
③ 多言語話者が作成された用例対訳の正確性を評価 
本手法では，用例の一部を穴あきにして入れ替え可能とした「穴あき用例」を活用して，単言

語話者のみで様々な種類の用例対訳を作成する．本手法では以下の手順とすることで，多言語話
者の負担軽減を目指している． 

① 言語 A と言語 B それぞれにおいて用例を別々に作成 
② 作成された用例と既存の用例対訳をそれぞれ穴あき用例の形式に変更 
③ 既存の用例対訳をもとに，言語 A，B の穴あき用例を動的に結合し，新たな用例対訳とす

る 
④ 多言語話者が作成された用例対訳の正確性を評価 
 

(3) ワードクラウドを活用した和菓子の味覚の伝達 
意図の伝達が困難な領域

の一つして，国独自の伝統的
なものの伝達支援がある．こ
のないように関する研究を
当初の実験計画とは別に実
施した．この研究では，医療
分野以外に存在する文化の
違いの伝達を目的としてお
り，対象を日本独自の食べ物
である和菓子としている．和
菓子は訪日外国人に人気が
あるが，日本独自の食べ物で
あるため，その味や食感を適
切に伝達することが難しい
という課題が存在していた． 

本研究では，レシピサイト
から抽出した食感語や多言
語インターネット百科事典
の説明文を活用した和菓子の
味覚可視化手法の構築および
実装を行った．構築した和菓子の味覚可視化システムの画面例を図 3 に示す．なお，本システム
内で使用する単語や文章は用例対訳を用いて翻訳を行う．また，提示する食感語は各和菓子の特
徴に合わせて複数の内容を提示する形としている． 

 
４．研究成果 

前述の(1)～(3)についてそれぞれ実験を行い，以下の知見を得た． 
 

(1)メディア複合型対話様式を用いた多言語対話シート作成システムによる検証 
① 回答候補推薦機能を利用することで，問診時間が短縮される可能性を示した． 
② 回答候補推薦機能と non-factoid 型質問変換機能を利用することで，意図の伝達に必要な

対話回数を減らすことができることを示した． 
③ 回答候補推薦機能と non-factoid 型質問変換機能を利用することで，使用者が円滑に問診

を行えたと感じることを示した． 
 

(2) 穴あき用例を用いた新しい多言語用例対訳の作成 
作成された用例対訳の一部は不正確なものも含まれていたが，元となる穴あき用例の正確性

を高めることで，高精度の用例対訳作成が可能であることを示した． 
 

(3) ワードクラウドを活用した和菓子の味覚の伝達 
食感語を用いて作成されたワードクラウドを活用することで，和菓子を食べる前後に存在し

ていた味や食感の齟齬を減らし，和菓子の味の適切な伝達の可能性を示した． 
 

図 4 和菓子の味覚可視化システム画面例 
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